
科目名

Subject

開講年次 2 開講時期 通年 単位 1単位

必修／選択 必修 授業形態 演習 時間 30時間

実践的教育

知識・技能 主体的行動力 課題解決能力
多様な価値観や考え
方を理解し、受け入

れる能力

日本の伝統と文化を
理解し、美意識を備
えて行動できる能力

美しく生きる力を
実践できる能力

◎ 〇 ◎ 〇

科目の概要

授業方法

授業の目標

時間外学習
（予習・復

習）

履修上の注意

本科目履修と
関連する資格

資格名 なし

YAMANO 2021　

評価方法

授業での積極的参加態度30％、学習成果カルテの提出状況30％、レポート30％、予習・復習10％の比率
で評価します。

なお、出席数が不足の場合は評価対象とはしません。

学生への
フィードバッ
クの方法

ミニ課題については次回授業時に総括コメントを返します。

必要の際には、個別にコメントを返します。

私語、居眠り、飲食、私的な携帯電話の使用、授業の妨げ等マナーに反する行為は退出を命ずることが
あります。自分の意見や他者への質問を積極的に出して授業参加することを望みます。

×

主な学習効果

教材 必要に応じて提示します。

使用設備・備品 PC、CD、DVD、ビデオ再生機
教科書・教材

参考文献 必要に応じて提示します。

美道を基本とし、「知識・技能」「主体的行動力」「課題解決能力」「多様な価値観や考え方を理解
し、受け入れる能力」「日本の伝統文化を理解し、美意識を備えて行動できる能力」を兼ね備え、状況
に応じてこれらの能力を単一または複合的に捉え、自分や他者が豊かな人生を送るための考え方を説
明、提案することを意識し、社会に出る前の自己形成を行います。そして美道プロジェクトと連動し
「在りたい姿」「自己実現」を目指し、ディプロマポリシーに沿った行動ができる人となるための基盤
を確立します。
またゼミでは、学習サポート・生活サポートの役割も担います。学習サポートでは、1年生の時と同じ
ように引き続き「学び」を振り返ることを習慣化し、、理解出来たこと、実践できたこと等予習・復習
状況も含め、ペアメンバー・チームメンバーを頻繁に交代しながら繰り返し確認することで、更なる成
長を意識していきます。また生活サポートでは、日頃の学生の課題・問題解決に向け、ゼミを担当する
教員やゼミ生が互いにサポート役になり、卒業時の「在りたい姿」を常にイメージし、成長に繋げてい
きます。

対面授業を中心に授業展開しますが、時にオンライン授業(同時双方）を導入する回も想定することも
あります。その際は事前に通達します。

各自が履修している授業を毎週振り返ります。各ディプロマポリシーの「知識・技能」「主体的行動
力」「課題解決能力」「多様な価値観や考え方を理解し、受け入れる能力」「日本の伝統文化を理解
し、美意識を備えて行動できる能力」を履修科目から修得していることを確認します。具体的な確認方
法は、自分自身の振り返りや、第3者（ゼミ担任・ゼミ生）と共に共有し振り返ることで多くの「気づ
き」を得、自分と他者を受容し、主体的な行動を伴いながら自分が考える「美しい生き方」とはどのよ
うなことなのかを説いていくことを目標とします。
また学習面では学びを振り返り、自己の成長を確認することで、週単位、月単位、卒業までの次なる目
標を掲げることです。そして生活面では、課題・問題を抱えた際は、解決に導く思考・方法を共に考
え、卒業時の「在りたい姿」に向けて解決することも目標です。

毎回復習として、各ディプリマポリシーを再確認し、自分が到達しているルーブリックのステップを把
握します。その際1週間で科目を通して修得できた「内容」と「気づき」を記録します。加えて他者か
ら得た「気づき」を具体的に文字化し併せて記録として残し、1年を通して成長してきた自分自身を評
価できる内容を纏めていきます。また履修科目の予習・復習が実行できているか否かも自己チェックを
していきます。予習としては次の1週間で、どのディプリマポリシーを意識して行動できるかを考え、
具体的目標を立てます。予習・復習に要する時間はおおよそ60分～90分とします。

教科書 学修成果カルテの資料

ゼミⅡ
教員名

河﨑・石川・橋・峯脇・
佐藤亮・中根・過足・阿部SeminarⅡ



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１回

オリエンテーション
1年生の振り返りと2年生の目標の共
有。卒業時に修得するDP6の内容を
確認する。

1年生で修得できた内容を振り返
り、卒業時までに修得できる姿を予
測することができる。

DP1～6、ルーブリックの内容を再確認
しておく。

第２回
DPを再認識する。各履修科目のシラ
バスを理解する。出席状況や課題提
出状況を振り返る。

履修科目のシラバスを具体的に把握
することができる。

各履修科目のシラバスの理解度を深
め、予習として履修科目毎に修得目標
をイメージする。

第３回

履修する必修科目・選択科目の期待
と今後の成長のイメージをクラスで
共有する。具体的な科目からDP修得
の意識づけをする。

明確な目標を意識することで、今後
の行動に繋げることができる。

履修科目毎に修得目標を明確に文字化
する。

第４回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと共有し、「気づき」を
述べることができる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。

第５回
5週間の授業からDPへの「気づき」
をゼミ内で共有し、学修成果カルテ
の入力・提出を行う。（第1回）

パートナーと履修科目で得た「気づ
き」を、学修成果カルテにデータ入
力し提出することで、学びを確認し
自己評価できる。

提出内容の再確認を行い、今後の具体
的行動を考える。

第６回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと他のペアとの4人で共
有し、他者の成長を述べることがで
きる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。パートナーは固定をし、一緒に組
むペアは毎回変更する。

第７回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有し、成果を得るための目標
を工夫する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業から「気づき」をパー
トナーと他のペアとの4人で共有
し、他者と自分の成長の違いを述べ
ることができる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。チームビルディングの内容を事前
に考え、発案する。

第８回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。先週工夫した目標の
結果も確認する。出席状況や課題提
出状況を振り返る。

1週間の授業から「気づき」をパー
トナーと他のペアとの4人で共有
し、互いに受容することができる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。チームビルディングの内容を具体
化する。

第９回

イベント等の対応の話し合いで、
チームビルディング（ゼミ生内）を
行う。出席状況や課題提出状況を振
り返る。

自己と他者を受容し、アサーティブ
コミュニケーションを取ることがで
きる。

チームビルディングでの自分の役割を
振り返る。来週の目標を考える。

第１０回

4週間の授業からDPへの「気づき」
をゼミ内で共有し、2回目の学修成
果カルテの入力・提出を行う。（第
2回）

パートナーと互いに履修科目で得た
「気づき」を、学修成果カルテに
データ入力し提出することで、学び
を受容することができる。

提出内容の再確認を行い、今後の具体
的行動を考える。

第１１回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと他のペアとの4人で共
有し、互いの良い点を評価できる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。

第１２回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。確実に達成できる目
標を意識する。出席状況や課題提出
状況を振り返る。

1週間の授業から「気づき」をパー
トナーと他のペアとの4人で共有
し、自己の課題を理解することがで
きる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。

第１３回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有し、他者の成果にも着目す
る。出席状況や課題提出状況を振り
返る。

1週間の授業から「気づき」をパー
トナーと他のペアとの4人で共有
し、互いの課題解決を評価できる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。

第１４回
各科目の振り返りを各自で行い、自
己評価し、各DP1～5が伸びた履修科
目をあげてみる。

各自前期を振り返り、DPで修得でき
た項目、修得するために努力した内
容を承認し、後期に繋がる課題を考
え自己評価できる。

前期の振り返りを行い、自己評価・他
者評価を纏め、次週のゼミ内での発表
に備える。

第１５回
各自の修得した成果をゼミ内で個々
に発表し、自己肯定・他者理解を行
う。（第3回）

学修成果カルテにデータ入力し提出
し、各自の成果を発表することで、
前期の学びを受容することができ
る。

提出内容の再確認を行い、後期に向け
ての具体的行動や目標を考える。

授業計画



授業内容 到達目標 予習・復習・備考

第１６回
前期の振り返りを再確認する。また
後期履修科目のシラバスを理解す
る。

履修科目のシラバスを具体的に把握
することができる。

各履修科目のシラバスの理解度を深
め、予習として履修科目毎に修得目標
をイメージする。

第１７回
後期履修科目で何を学び修得するか
をペアワークで確認する。出席状況
や課題提出状況を振り返る。

パートナーと互いに必修科目・選択
科目のそれぞれの期待と今後の成長
を確認し、今後の学びを予測するこ
とができる。

履修科目の修得目標を明確に記す。ア
サーティブコミュニケーションを意識
し、学苑祭の話し合いの準備を行う。

第１８回
学苑祭の話し合いをする。出席状況
や課題提出状況を振り返る。

自己と他者を受容し、アサーティブ
コミュニケーションを取ることがで
きる。

他者の意見を傾聴し、自分の考えを纏
める。自己の役割を認識し、具体的な
行動を考え、学苑祭準備をする。

第１９回
学苑祭準備をする。禅体験の準備を
する。出席状況や課題提出状況を振
り返る。

自己と他者を受容し、アサーティブ
コミュニケーションを取り、協働で
きる。禅体験の心得を述べることが
できる。

チームビルディングでの自分の役割を
振り返る。禅に関することを調べる。
心得を実践できるようにする。

第２０回

禅とは何かを学ぶ。また5週間の授
業の振り返りを行い、DP1~5のどの
ようなことを修得できたかを考え
る。（第4回）

禅を知ることができる。パートナー
とセッションし、学修成果カルテを
提出し、修得状況を述べることがで
きる。

学修成果カルテの提出内容の再確認を
行い、今後の具体的行動を考える。

第２１回
禅体験を振り返る。出席状況や課題
提出状況を振り返る。

自己と対峙したことで、何に気がつ
いたかを述べることができる。

禅体験からの「気づき」が自己成長に
どのように繋がるかを考え、纏め、目
標に繋げる。

第２２回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと共有し、「気づき」を
述べることができる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。

第２３回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有し、成果を得るための目標
を工夫する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業から「気づき」をパー
トナーと他のペアとの4人で共有
し、他者と自分の成長の違いを述べ
ることができる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。パートナーは固定をし、一緒に組
むペアは毎回変更する。

第２４回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。先週工夫した目標の
結果も確認する。出席状況や課題提
出状況を振り返る。

1週間の授業から「気づき」をパー
トナーと他のペアとの4人で共有
し、互いの目標達成を受容すること
ができる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。

第２５回
5週間の授業からDPへの自分の気づ
き・他者からの気づきをゼミで共有
する。（第5回）

パートナーと互いに履修科目で得た
「気づき」を、学修成果カルテに
データ入力し提出することで、学び
を受容することができる。

提出内容の再確認を行い、今後の具体
的行動を考える。

第２６回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。1週間の目標と成果
も意識する。出席状況や課題提出状
況を振り返る。

1週間の授業からの「気づき」を
パートナーと他のペアとの4人で共
有し、互いの良い点を評価できる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。

第２７回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有する。確実に達成できる目
標を意識する。出席状況や課題提出
状況を振り返る。

1週間の授業から「気づき」をパー
トナーと他のペアとの4人で共有
し、自己の課題を理解し、課題解決
を考えることができる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。

第２８回

1週間の授業からDPへの気づきをゼ
ミで共有し、他者の成果にも着目す
る。出席状況や課題提出状況を振り
返る。

1週間の授業から「気づき」をパー
トナーと他のペアとの4人で共有
し、互いの課題解決を評価できる。

自己の「気づき」、他者からの「気づ
き」を記録する。来週の目標を考え
る。

第２９回
各履修科目の振り返りを各自で行
い、自己評価し、各DP1～5で修得で
きた項目をあげてみる。

各自後期・1年間を振り返り、DPで
修得できた項目、修得するための努
力を自己評価できる。

後期並びに1年間の振り返りを行い、自
己評価・他者評価を纏め、次週のゼミ
内での発表に備える。

第３０回
DP6のステップ5を意識し、各自の2
年間で修得した成果をゼミ内で個々
に発表する。（第6回）

学修成果カルテを提出し、2年間の
学びを整理し纏めることで、自分が
考える「美しい生き方」を述べるこ
とができる。

提出内容の再確認を行い、2年間の学修
成果を振り返り、社会に羽ばたく準備
をする。

授業計画


